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■従来のワークフロー(作図によるワークフロー)

(要求条件整理) 建築ボリュームモデル

建築：計画概要書
一般図

構造：計画概要書
設備：計画概要書
コスト：概算書

建築：仕様書, 一般図, 詳細図, 集計表
構造：仕様書, 一般図, 詳細図, 集計表, 計算書
設備：仕様書, 一般図, 詳細図, 集計表, 計算書
コスト：概算書
法規：確認申請書図書

竣工図
竣工図書（メーカーリスト, 機器リスト, 
取扱説明書, 保証書 等）
維持管理書類

BIMモデル （要求条件整理）
建築
ボリュームモデル
ケースモデル

（スタディ）

建築・構造・設備
BIMモデルを一通り揃える

設計BIMモデルの
3D形状完了
大きな部分の
整合性を確認

BIM 2D作図
CAD図による
詳細図を付加

設計図書に基づいた
総合モデル・施工モデル

維持管理に必要な
データおよび
維持管理モデルの
引継ぎ

業務目標

LOD目安
Level of 

Development

100 200 200～300 300～400 200～400
50

(建築3Dボリューム)

企画立案
事業フレームの
検討・立案

基本的な機能
性能の設定

機能・性能に
基づいた

一般図の確定

工事請負契約
締結可能な

設計図書の作成
仮設調整

試運転
検査

引き渡し

総合図
施工図
製作図

製造・搬入据付
施工管理

運用トレー
ニング
使用開始

建物維持管理
資産運用管理

設計者 設計者 設計者 施工者

設計・工事監理者

施工者

維持管理者発注者／設計者発注者

・ 従来の “作図によるワークフロー” の基本設計の成果品（図書）は、「計画説明書、設計概要書、一般図」といった設計の基本方針であるが、特に構造・設備の具体的な計画図は
含まれていない。一方で、情報共有可能なBIMによる設計プロセスでは、S2基本設計の後半で、従来のS2で実施する意匠設計に加えて、構造・設備の作業を同時並行的に進め、
１つのモデルに整合させることとなる部分が特徴的である。このため、S2基本設計には、従来の “作図によるワークフロー”の成果品に、意匠設計に合わせた構造・設備の設計検討やア
ウトプットが加わるのではないか。

・ また、BIMによるS2基本設計完了時には、意匠・構造・設備の１つの整合された概略モデルが揃っていることを発注者が承認することが必要ではないか。具体的に構造では、概略伏
図・概略軸組図・主要断面表・各室床荷重表、設備では、諸元表・機器表(主な仕様)に相当するBIM検討作業が加わると考えられる。
⇒意匠・構造・設備の概略BIMモデルが一通り検討された段階を、S2基本設計の完了時として設定してはどうか。

発注者が承認した１つの整合された概略BIMモデルがS3の実施設計に移行する案を提示してはどうか。

工事監理報告書等

概要書＋一般図（A)の承認

概要書＋BIM基本設計BIMモデル（AEM)の承認
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目次２．BIMワークフロー関係 業務区分の考え方と役割分担（素案）

FMソフト等を利
用し、維持管理段
階データの連携・
蓄積

改修
設計

設計者

S6 引渡し

S6U S7U

第１回建築BIM環境整備部会

資料７



8つのステージで必要な 8つのタスクバーで構成タスクとアウトプットについて詳しく説明

参考資料-１

■BIMのワークフロー（案）のポイント

① 議論のため、海外基準を参考に、BIMのモデル構築フローに合致したより細かい区分の案を提示

BIMは、CADとは違い、コンピュータ内で建築物を仮想的に構築することになる。例えば高さを変えると高さに関係するデータを全て変更することになり手戻りのロスが大きいので、フローの見直しの議論が必要ではないか。

・参考のたたき台として、BIM活用が進んでいる UKのワークフロー “Plan of Work”と“BIM Overlay” を、出発点として参照。
・UK のワークフロー では、手戻りが無いように、各段階での承認行為を重要視している。

※”Plan of Work “ においても、日本の”紙ベースのフロー”よりも区分が細分化されているが、”BIM Overlay” では、更に細かい区分が補足されている。
・BIMワークフロー（案）においては、“Plan of Work” と同様に７つのステージを設定。

② BIMならではの検討作業を含めた業務内容の整理
・別紙の通り、BIMの活用によって、合意形成の円滑化、品質向上等のメリットが生まれると考えられるが、シミュレーション、VR／MR連動等、BIMモデルが作成されることに適

合した業務内容の設定が必要になるのではないか。
・一方、従来の検討業務が無くなるわけではなく、当面は、現在の紙ベースの成果品と新たに加わるBIMモデルが、セットになって成果品となってしまうのではないか。
・そのため、効率的にBIMを活用できるよう、業務フローの見直しと共に、契約における成果品を見直す必要があるのではないか。

22【ポイント】
従来の日本のフローよりも、区分が細分化されている。

■ Plan of Work Overview （RIBA王立英国建築家協会）



ステージをより詳細に区分して、タスクとBIM活用について詳しく説明

参考資料-2

【ポイント】
“Plan of Work” に補足する形で、更に細分化されている。
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■ BIM Overlay （RIBA王立英国建築家協会）



（戸建木造住宅以外の建築物に係る成果図書）

【基本設計に関する標準業務】 【実施設計に関する標準業務】

参考資料-3

【ポイント】
基本設計終了時の構造・設備の成果品が、
計画説明書と設計概要書までとなっている。
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■平成31年国土交通省告示第98号



■官庁営繕事業におけるBIM モデルの作成及び利用に関するガイドライン
（国土交通省大臣官房官庁営繕部）

【基本設計】

【実施設計】

【完成図等】

参考資料-4

【ポイント】
基本設計終了時にも、構造・設備のBIMモデルを入力することが例示されている。
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■BS 7000-4:2013 設計管理システム
（BSI 英国規格協会）

【ポイント】
各段階ごとに承認を踏む、手戻りの無いフローが説明されている。

共通データ環境プロセスと、利害関係者が定義する重要な意思決定ポイント


